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 新しい年度が始まりました。新型コロナウイルス感染

症の対応のため、思い描いた通りにはなかなかいかない

毎日ですが、今できることをしっかりやりたいと思いま

す。というわけで、校長通信の第１号です。昨年度は第

11号までの発行になりました。何とか１か月に１回のペ

ースで頑張りたいと思います。 

 新入生には初めてなので“Morifun”というサブタイト

ルについて解説します。本校は通称『盛附』と呼ばれて

います。ローマ字表記では“Morifu” となります。キャッ

チフレーズも兼ねてみようと考え、n を付けて

“Morifun”としてみました。皆さんご存知のように、“fun”
という単語には「おもしろみ、楽しみ」という意味があ

ります。旅行や娯楽などに出かける人に、“Have fun!”
（楽しんで！）と声をかけます。本校の生活が楽しく有

意義なものになるように願いを込めて付けました。（下線

部は昨年度４月第1号からの抜粋） 

 私は大学と兼務で校長職を仰せつかっています。大学

では英語文化学科に所属し教職（教員免許を取得するた

めに必要な科目）を担当しています。今年度は本校から

大学に 44 名、短大に 7 名入学してくれました。何とな

く心強いです。盛岡大学は素晴らしい大学です、本校と

同じように学生と教員の距離が近いです。皆さんの進路

選択にもぜひ盛大を含めてください！ 

＜４／８ 入学式無事挙行＞ 

４月８日（水）、新型コロナウイルス感染症対策のため

来賓はお呼びせず、保護者の方々も各家庭1名に限定し、

学園歌・賛美歌も唄わず時間を短縮しての入学式が無事

行われ、173名が入学しました。 

式では、新入生が呼名されると、マスク姿の一人ひと

りが心のこもった大きな返事をし、一礼しました。新入

生それぞれの決意を感じました。 

◆校長式辞 

◆歓迎の言葉（生徒会長・吉田大成さん） 

Let’s give it a try!!

◆誓いの言葉（新入生代表・畠山響さん） 

 

＜4／7 始業礼拝より＞ 
新約聖書 コリントの信徒への手紙 10 章13 節  



＜令和２年度 担任紹介＞ 
始業式の日に、新年度の担任の先生方が発表になりま

した。下記の通りです。生徒のみなさんは、よく先生方

の話を聞いて、暖かい思いやりのあるホームルームを築

きましょう。 

＜新任の先生方紹介＞ 
３月には、３名の先生方がご退職、ご異動となりました。

４月から下記のフレッシュな先生や経験豊富な先生方に

ご着任いただきました。先生方にメッセージをいただき

ました。 

副校長 佐々木和哉先生（地歴公民） 

「盛附の時をともに過ごさせていただきます。世界一嬉

しい高みを目指し最高の努力をする。叶わなくても世界

一悔しいその経験を活かす。互いの活動、成果をリスペ

クトする。その輝きを応援します。ともに目指していき

ましょう。」 
常任講師 右京久里子先生（英語） 

「義務教育を終え新たな一歩を踏み出しているみなさん

が、次のステップに向かって大きく羽ばたくよう、心を

込めてサポートします。共に悩み、共に楽しみながら、

共に成長していきましょう。よろしくお願いします。」 
 常任講師 田高蒔生先生（数学） 

「高校生活を充実したものにできるようにお手伝いでき

ればと思っております。数学を担当しますのでどうぞよ

ろしくお願いします。」 
 書記 鈴木海さん（事務室） 

「今年度から働かせて頂くことになりました。３月まで

は盛岡大学の学生で教育心理学を専攻しておりました。

社会人としてまだまだ至らぬ点が多いですが、一生懸命

頑張りますので宜しくお願いします。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜今月お勧めの一冊＞ 
 昨年度の第 10 号では〈私の愛読書〉というコーナー

を設けましたが、今年度から朝読書が始まったのでタイ

トルを変えて、随時本の紹介ができればと考えました。 

 今月の一冊は『グレタ たったひとりのストライキ』

（海と月社）です。始業式や新入生オリエンテーション

でも話しましたが、今、世界で最も注目されている人物、

グレタ・トゥーンベリさんが、2018年15歳の夏にスウ

ェーデンの国会議事堂の前で、たった1人で「気候変動

のための学校ストライキ」を決行したときの話を中心に

描かれています。グレタは主張します。「直ちに二酸化炭

素排出量を大幅に削減し、地球温暖化を2度未満に抑え

なくてはならない。さもないと気候変動により世界は確

実に崩壊に向かい、人類は生存の危機に陥る。そのため

にも世界各国は対策を取り、企業は直ちに経済優先の産

業政策をストップさせるべきである」と。 

 世界は今、新型コロナウイルス感染症との闘いを強い

られていますが、自分さえあるいは自国さえ良ければと

いう考えは捨てて、本当の意味でグローバルに考え行動

すべきなんだと、この本を読んで気づかされました。グ

レタを支える家族の奮闘にも目頭が熱くなりました。 

 

 今月の言葉「あなたは空っぽの言葉で、私の夢そして

子供時代を奪いました。すべての生態系が破壊されてい

ます。私たちは大量絶滅の始まりにいます。それなのに

あなたたちが話しているのは、お金のことと、経済発展

がいつまでも続くというおとぎ話ばかり。あなたたちは

私たちに“耳を傾けている”、そして緊急性を理解してい

ると言います。しかし私はそれを信じたくありません。

なぜなら、もしあなたたちが状況を理解していながら行

動を起こしていないのであれば、それはあなたたちが邪

悪な人間ということになるからです。」（グレタ・トゥー

ンベリ 国連気候変動サミットでの講演から） 

 

年 組 担  任 副担任 等 

１年１組 法領田康幸 関根伊作（学年長） 

村井真人（副学年長） 

見上匠吾 

菅原智彦 

伊藤 綾 

２組 大黒 准哉 

３組 小野寺克信 

４組 右京久里子 

５組   安保奈穂子 

２年１組 小松 直 澤田真一（学年長） 

赤坂昌吉（副学年長） 

平澤 岳 

ジョシュア・ウィス 

高橋郁子 

２組 田高 蒔生 

３組 松崎 克哉 

４組 佐々木香苗 

５組 熊谷 洋二 

３年１組 北村 光昭 阿部銀蔵（学年長） 

伊藤泰彦（副学年長） 

澤山和則 

佐藤一樹 

泉山 誠 

２組 太田 浩史 

３組 関口 清治 

４組 柴山 宏子 

５組 吉清水克博 


